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グ
リ
ー
ン
革
命
が
始
ま
っ
た

「
2
0
2
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
2₅
%
削
減
す
る
」と
い
う
鳩
山
由
紀
夫
首
相
の
国
際
公
約
に
よ
っ
て
、日
本
は
持
続
可
能
社
会
の

実
現
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
日
本
版
グ
リ
ー
ン
革
命
」と
も
形
容
で
き
る
こ
の
動
き
は
、う
ま
く
制
度
設
計
す
れ

ば
企
業
や
社
会
の
競
争
力
を
高
め
、日
本
に
明
る
い
未
来
を
も
た
ら
す
。こ
れ
か
ら
何
が
変
わ
る
の
か
。

新
日
鉄
の
変
化
の「
三
つ
の
意
義
」

「
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
が
、
非
常
に
厳
し

い
。
海
外
に
工
場
を
つ
く
る
と
い
う
選
択
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
」（
榊
原
正
征
東
レ
社
長
）。

「
産
業
界
も
含
め
国
民
各
層
か
ら
広
く
意
見

を
聞
い
て
、
科
学
的
、
客
観
的
に
対
処
し
て

ほ
し
い
」（
清
水
正
孝
東
京
電
力
社
長
）。

　

鳩
山
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の「
25
％
削
減
」に

対
し
て
、
経
団
連
な
ど
産
業
界
か
ら
は
反
発

が
相
次
い
だ
。
確
か
に
こ
れ
は
、
麻
生
内
閣

が
掲
げ
た
目
標
の
３
倍
と
な
る
。
製
鉄
や
電

力
な
ど
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
き
た
大

企
業
に
と
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
数
字
な
の

は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
中
で
新
日
本
製
鉄
は
10
月
、
中
国
鉄

鋼
大
手
の
馬
鞍
山
鋼
鉄（
安
徽
省
）に
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
る
先
進
技
術
を
供

与
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
削
減

し
た
排
出
量
を
自
国
の
削
減
分
に
カ
ウ
ン
ト

で
き
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ（
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ

ム
）に
よ
る
排
出
枠
の
取
得
を
目
指
す
。

　

新
日
鉄
の
動
き
は
、
三
つ
の
意
味
で
意
義

深
い
。
ま
ず
、
中
国
は
い
ま
や
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
で
米
国
を
抜
い
て
世
界
の
21
％
を

占
め
る
最
大
の
排
出
国
で
あ
り
、
そ
の
中
国

の
排
出
削
減
に
寄
与
で
き
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
最
先
端
の
環
境
技
術
供
与
に

よ
っ
て
日
本
企
業
が
Ｃ
Ｄ
Ｍ
な
ど
で
見
返
り

を
得
る
好
例
を
示
し
た
こ
と
。
三
つ
目
は
、

日
本
の
製
鉄
業
界
や
経
団
連
を
代
表
す
る

ト
ッ
プ
企
業
が
自
ら
率
先
し
て
、「
グ
リ
ー

ン
革
命
」を
実
践
し
始
め
た
こ
と
だ
。

「
グ
リ
ー
ン
革
命
」
と
い
う
言
葉
は
米

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド

マ
ン
の
近
著『
グ
リ
ー
ン
革
命
』（
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
）で
も
知
ら
れ
始
め
た
。
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グリーン革命が始まった─「25%削減」は日本のチャンス

 「
25
％
削
減
」は
日
本
の
チ
ャ
ン
ス

　

右
の
文
章
の「
ア
メ
リ
カ
」を「
日
本
」に

読
み
替
え
て
み
れ
ば
良
い
。
政
権
を
取
っ
た

民
主
党
が
進
め
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ

ス
は
、
高
速
道
路
の
有
料
化
と
ガ
ソ
リ
ン
暫

定
税
率
の
廃
止
を
除
け
ば
、
明
ら
か
に
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
政
官
財
の
癒
着
を
排
除
し
よ
う
と

い
う
手
法
は
、「
静
か
な
革
命
」だ
ろ
う
。

環
境
税
は
早
け
れ
ば
来
年
度
に
も

　

今
後
、
日
本
に
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
る
だ

ろ
う
か
。
最
も
大
き
な
制
度
変
更
は
①
地
球

温
暖
化
対
策
税（
環
境
税
）の
導
入
②
義
務

的
な
排
出
量
取
引
制
度
③
電
力
固
定
価
格
買

取
り
制
度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
│
の
３
つ
だ
ろ
う
。

　

オ
ル
タ
ナ
11
号
の
特
集「
環
境
税
は
怖
く

な
い
」で
詳
報
し
た
通
り
、
環
境
税
は
環
境

省
が
04
年
以
来
５
年
連
続
で
立
法
化
を
試

み
、
い
ず
れ
も
失
敗
し
て
き
た
、
い
わ
ば
同

省
の
悲
願
だ
。

　

昨
年
末
、
自
民
税
調
に
提
出
し
た「
09
年

度
環
境
税
案
」で
は
①
課
税
対
象
は
灯
油
と

Ｌ
Ｐ
Ｇ
、石
炭
、重
油
、天
然
ガ
ス
と
発
電
用

の
化
石
燃
料
②
税
率
は
炭
素
１
㌧
当
た
り

２
４
０
０
円
③
税
収
額
は
３
６
０
０
億
円

で
、
世
帯
当
た
り
年
間
２
千
円

│
が
骨
子

だ
っ
た
。

　

小
沢
鋭
仁
環
境
相
は
今
の
と
こ
ろ「
地
球

温
暖
化
対
策
税
は
４
年
以
内
に
導
入
」と
表

明
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
導
入
は
早
け
れ

ば
来
年
度
に
も
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も「
環
境
税
の

導
入
検
討
」が
盛
り
込
ま
れ
た
し
、
何
よ
り

鳩
山
宣
言
の「
25
％
削
減
」を
実
現
す
る
に

は
早
期
の
実
施
が
不
可
欠
だ
。

　

オ
ル
タ
ナ
今
号
が
発
売
さ
れ
る
10
月
末
に

環
境
省
が
提
出
す
る
税
制
改
正
要
望
に
は
、

「
来
年
度
の
導
入
」と「
炭
素
へ
の
課
税
」が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

難
を
挙
げ
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の

廃
止
と
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
地
球
温
暖
化
対
策

税
適
用
は
セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
っ

た
。
炭
素
税
の
単
独
導
入
に
比
べ
て
負
担
感

は
軽
減
さ
れ
る
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
理

解
も
得
や
す
い
。
民
主
党
首
脳
は「
ガ
ソ
リ

ン
暫
定
税
率
の
廃
止
と
、
環
境
税
の
導
入
は

あ
く
ま
で
別
物
」と
の
方
針
だ
が
、
一
元
実

施
に
向
け
て
、
鳩
山
首
相
の
積
極
的
な
政
治

判
断
が
望
ま
れ
る
。

排
出
量
の「
試
行
的
」制
度
は
廃
止
へ

　

昨
年
末
に
始
ま
っ
た
排
出
量
取
引
の
試
行

的
制
度（
正
式
名
称
は「
排
出
量
取
引
の
国

内
統
合
市
場
に
お
け
る
試
行
的
実
施
」）は

早
期
に
廃
止
さ
れ
、
義
務
的
制
度
と
し
て
再

設
計
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
、
オ
ル

タ
ナ
の
取
材
に
対
し
て
政
府
・
民
主
党
の
複

数
の
関
係
者
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

元
々
、
こ
の
試
行
的
制
度
は
、
排
出
量
取

引
の
根
幹
で
あ
る「
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ト
レ
ー
ド
」の「
キ
ャ
ッ
プ
」が
自
主
設
定
の

た
め
実
質
機
能
し
て
お
ら
ず
、「
欠
陥
制
度
」

と
し
て
内
外
か
ら
批
判
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
参
加
社
数
は
約
５
０
０
社
。
こ
れ

ら
の
先
行
企
業
に
対
し
て
は
何
ら
か
の
優
遇

措
置
が
取
ら
れ
る
見
込
み
だ
。

　

太
陽
光
発
電
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
、
11
月
か
ら
始

ま
る
。
１
㌔
㍗
時
当
た
り
48
円
と
、
こ
れ
ま

で
の
数
倍
の
価
格
で
電
力
会
社
が
買
い
取
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
太
陽
光
発
電

の
急
速
な
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

　

だ
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
は
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
、
地
熱
な
ど
、
他
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
総
電
力
量

に
対
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
占
め
る
割
合

が
1.6
％
と
、
欧
州
の
先
進
国
に
比
べ
て
桁
が

一
つ
小
さ
い
状
況
だ
。Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
も

今
後
、
余
剰
電
力
だ
け
で
は
な
い
全
量
買
取

り
と
、
太
陽
光
以
外
へ
の
適
用
が
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

何
度
も「
革
命
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
本
当
の
革
命
が
来
る
わ

け
で
は
な
い
。
資
本
主
義
は
こ
れ
か
ら
も
長

く
世
界
の
自
由
主
義
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し

て
存
続
す
る
だ
ろ
う
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組

み
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
軸
を
23
・
４
度
傾
け
よ
う

　

だ
が
、「
グ
リ
ー
ン
革
命
」が
進
む
経
済
社

会
で
生
き
残
り
を
図
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な

企
業
も「
ビ
ジ
ネ
ス
の
軸
を
23
・
４
度
傾
け

る
」こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
１
８
０
度
で
は

な
い
。少
し
だ
け
傾
け
れ
ば
良
い
。

　

23
・
４
度
と
は
、地
軸
の
傾
き
の
こ
と
だ
。

こ
の
地
軸
の
傾
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
地
球

上
に
四
季
が
生
ま
れ
、
生
物
多
様
性
が
育
ま

れ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
軸
を
地
軸
の
傾
き
に
合

わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
環
境
や
地
域

社
会
へ
の
配
慮
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
視

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
1
す
べ
て
の
経
営
判
断
に

「
環
境
」「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」を
反
映
さ
せ
る
2
社
是

や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に「
環
境
」に
つ
い
て
の
記

述
を
必
ず
入
れ
る
3
自
社
の
環
境
負
荷
を
計

測
し
、
そ
れ
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
4
社
員

の
評
価
に
環
境
活
動
や
社
会
貢
献
の
観
点
を

盛
り
込
む
5
企
業
の
環
境
活
動
を
必
要
経
費

と
し
て
と
ら
え
、
一
定
割
合
を
常
に
拠
出
す

る

─
こ
と
を
オ
ル
タ
ナ
は
提
案
す
る
。

 

「
25
％
削
減
」は
間
違
い
な
く
、
日
本
企
業

や
社
会
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。「
し

か
し
、
こ
れ
は
た
だ
の
好
機
で
は
な
い
。
試

練
で
も
あ
る
」（
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

『
グ
リ
ー
ン
革
命
』）。

─
だ
か
ら
私
は
、
グ
リ
ー
ン
が
ア
メ
リ
カ

の
新
し
い
旗
印
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
貧
困
、
石
油
独
裁
主
義
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
不
足
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
る

か
ら
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国

力
を
高
め
る
。
自
分
た
ち
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
、
世
界
の
問
題
の
解
決
に
手
を
貸

す
こ
と
に
つ
な
が
る

─
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